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安曇野市 平成 20 年度 決算状況

　人権啓発、人権教育は、同和行政
の終結や多くの市民の望む人権教育
が必要。堆肥センターは、し尿処理
施設のない畜産農家のみであり、施
設のあり方、位置づけが必要。交流
学習センターは市民の説明や住民合
意が必要。
　また、第三セクターの安曇野菜園、
三郷農業振興公社、ファインビュー
室山は市の財政に大きな影響がある
が成果報告書に記載されていない。

　平成 20 年度の決算状況は、市監査
委員の審査意見書も計数は正確であ
り、運用状況も適正であると認めて
いる。
　人権啓発・教育も適正に予算執行
され、堆肥センターも改善され、穂
高交流学習センターは既にオープン
し、豊科交流学習センターも起工式
が予定されている。
　また、成果報告書について行政効
果、予算効果の判断はできるが、今
後改善する必要はある。

安曇野市監査委員
■審査の結果
　審査に付された各会計歳入歳出決算書及びその附属
書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、
計数等は関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、正確
であるものと認められた。
　また、各基金の運用状況を示す書類の計数は、関係
諸帳簿と符合し正確で、運用状況についても適正であ
ると認められた。
　予算執行状況は、その目的に沿って概ね適正に執行
されているものと認められた。
■総括意見
　当年度の一般会計・特別会計（13 会計）を合わせ
た総決算額は、歳入総額が 57,314,551 千円、歳出総額
が 56,291,945 千円となっており、前年度に比較すると
歳入で 8,999,156 千円、歳出で 8,631,639 千円それぞれ
減少した。
　決算収支では、歳入歳出差引残額（形式収支）から
翌年度への繰越財源となる一般財源を控除した実質収
支額は、一般会計で 100,430 千円、特別会計（13 会計）
で 428,119 千円となり、総額で 528,549 千円の黒字決
算となった。また、当年度実質収支から前年度実質収
支を差し引いた単年度収支は、一般会計でマイナス
15,964 千円、特別会計でマイナス 218,187 千円となり、
総額では 234,151 千円の赤字となった。
　次に、普通会計における財政指標についてみると、
財政力の強さを示す財政力指数は 0.657 で、前年度
と比べ 0.021 ポイント向上した。財政構造の弾力性
を示す経常収支比率は前年度より 0.3 ポイント減少の
87.3％となっている。
　また、歳入構造の内容を判断する経常一般財源比率
は 99.4％、地方債許可制限に係る起債制限比率は 9.8％
となっている。
　財政面において、経常収支比率が基準の 80.0％を 7.3
ポイント上回っているものの、各種の指標を参考に総

体的にみれば健全な財政運営を維持しているものと推
測される。引き続き健全性の確保に努められたい。
　なお、一般会計及び特別会計（13 会計）を合わせ
た地方債の年度末現在高は 81,152,460 千円で、前年度
末現在高と比べて 1,740,152 千円（2.1 ポイント）減少
している。
　歳入面では、自主財源の根源をなす市税収入につい
て景気の減退が影響し、特に法人市民税が大幅な減収
となっているため、収納率においては、現年度分は
97.6％であるが、過年度分を含めた収納率は 92.9％で、
前年度と比較して 0.9 ポイント減少している。
　不納欠損処分については、それぞれ適法に処理され
ていると認められたが、公平性確保の観点から引き続
き適切な措置を講ぜられたい。
　また、基金の運用等については、国債や定期預金な
どにより、安全・確実かつ効率的に行われているもの
と認められた。
　安曇野市発足後 3年余が経過し 4回目の決算審査で
あった。平成 20 年度予算の執行状況については、諸
計画に沿ったさまざまな事業が着実に実施されてきて
おり、それぞれ成果をあげたものと認められる。また、
監査等での指摘、要望に対しても改善が認められた。
　むすびに、『安曇野市はひとつ』という理念の下に
第１次安曇野市総合計画における将来都市像「北アル
プスに育まれ　こころ輝く　田園都市　安曇野」の実
現に向けて、一層の尽力を望むものである。

会計別歳入歳出決算状況
「審査の結果」と「総括意見」

反
対
討
論

賛
成
討
論

会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的収入及び支出 2,078,765,508	 1,979,813,878	 98,951,630	

資本的収入及び支出 781,471,595	 1,863,078,663	 -1,081,607,068	

市営宿舎事業会計
収益的収入及び支出 24,052,113	 20,399,065	 3,653,048	

資本的収入及び支出 0	 0	 0	

単位：円

会計
区分 会計名

決算額
歳入 歳出 差引額

普通
会計

一般会計 34,317,977,718	 33,730,175,648	 587,802,070	

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 7,371,249	 5,168,020	 2,203,229	

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 9,692,649,248	 9,339,926,313	 352,722,935	

老人保健特別会計 843,062,242	 843,062,242	 0	

後期高齢者医療特別会計 753,527,719	 739,276,729	 14,250,990	

介護保険特別会計 6,128,596,066	 6,083,907,107	 44,688,959	

下水道事業特別会計 5,245,678,202	 5,228,131,133	 17,547,069	

農業集落排水事業特別会計 199,784,882	 199,320,249	 464,633	

上川手山林財産区特別会計 2,190,138	 1,449,405	 740,733	

北の沢山林財産区特別会計 715,293	 617,322	 97,971	

有明山林財産区特別会計 810,551	 99,176	 711,375	

富士尾沢山林財産区特別会計 746,679	 147,236	 599,443	

穂高山林財産区特別会計 666,759	 104,596	 562,163	

産業団地造成事業特別会計 120,774,482	 120,560,361	 214,121	

＊水道事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、減債積立金及び
　当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てん

項　　　目 平成 20年度
歳入総額（前年度対比） 34,296,530 千円　△ 3.3％
歳出総額（前年度対比） 33,706,525 千円　△ 2.9％
財政力指数 0.657
経常収支比率（臨財債除） 87.3％（91.2）
公債費比率 13.1％
実質公債費比率（単年度） 15.0％（14.8）
起債制限比率（単年度） 9.8％（9.4）

■財政規模と決算概要（普通会計）

■健全化判断比率

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

―

（12.17）

―

（17.17）

15.0

（25.0）

63.7

（350.0）

単位：％

備考　１. 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
　将来負担比率が算定されない場合は、「－」を記載。

　　　２. 早期健全化基準は括弧内に記載。穂高交流学習センター　みらい



　ふるさと雇用再生特別事
業は、雇用機会を創出する

取り組みを支援するのが目的で、雇用の
緊急性が優先される予算で、「カゴメ」の
技術指導で技術が改善するとは到底考え
られない。
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議案の審議結果
平成 21年安曇野市議会 9月定例会審議結果

9 月定例会で決まりました

平成21年度 一般会計補正予算（第３号）など

補 正 予 算 額 ３億６, ４００万円
補正前の予算額
補正後の予算額

３５８億４, １００万円
３６２億５００万円

歳入の主な項目
歳　入　科　目 増 ( 減 ) 額 主　　　な　　　内　　　容

法人市民税現年課税分 △ 3 億 4,000 万円 中間及び確定申告分の減額見込みによる
生活保護費国庫負担金 3,750 万円 生活保護扶助費増による
生活保護適正実施推進事業補助金 1,092 万 1 千円 セーフティネット支援対策事業費交付見込みの増による
女性特有のがん検診推進事業補助金 1,205 万 4 千円 がん検診推進事業補助金交付見込みによる
緊急雇用創出事業補助金 469 万 3 千円 緊急雇用創出事業補助金交付見込みによる

福祉基金繰入金 △ 1 億 7,779 万 5 千円 豊科南部保育園財源振替（合併特例債へ　△ 2 億 940 万円、
周辺道路整備分　3,160 万 5 千円）

臨時財政対策債 3 億 5,412 万 2 千円 臨時財政対策債発行可能額の確定による

合併特例事業債 2 億 2,840 万円
豊科南部保育園財源振替（基金繰入により　2 億 940 万円）、
交流学習センター建設事業（1,800 万円）、
給食センター建設事業（100 万円）

一般公共事業債 2,080 万円 特定交通安全事業費外の増による
まちづくり交付金事業債 △ 1,650 万円 穂高駅西周辺地区まちづくり交付金事業確定による減

歳出の主な項目
事　　業　　名 増 ( 減 ) 額 主　　　な　　　内　　　容

基金積立金 5,100 万円 財政調整基金積立金
賦課徴収事務費・税務総務費 363 万 1 千円 課税資料整理事業（緊急雇用創出事業）
公立保育園整備費 3,163 万 2 千円 豊科南部保育園周辺道路改良・歩道設置工事外
生活保護扶助費 5,992 万 2 千円 生活保護扶助費の増
保健事業 1,115 万 7 千円 女性特有のがん検診推進事業の増

経営構造対策推進事業 438 万 5 千円 安曇野ブランドトマト開発支援事業
（ふるさと雇用再生特別事業）

市有林の造成及び管理 1,328 万 5 千円 堀金地区官行造林地作業道工事外
商工振興事業 106 万 3 千円 景気動向調査業務（緊急雇用創出事業）
小学校施設整備事業 △ 2,500 万円 三郷小学校天井吹付材改修工事
中学校施設整備事業 △ 5,000 万円 三郷中学校天井吹付材改修工事

　今までの経営改善策で意
気込みは感じられないが、

何もしなければ経営の悪化が心配される。
経営支援・技術支援をした上で、その実
績により存続の可否を判断すべきだ思う。

反対討論 　経営構造改善対策推進事業委託料の、ふるさと雇用
再生特別基金事業補助金事業委託について、安曇野菜

園（株）への経営支援・技術支援として妥当性があるか。
　また、支援保護は補助金支援か技術者支援なのか。今回の支援は
6カ月間であるが、それ以降の支援はどうするのか。
　担当部は進捗状況を徹底調査し、改善が図られるよう努力してほしい。

　法人への適用は問題ない。現在安曇野菜園（株）は「安
曇野ルビー」をブランドに栽培しているが、さらに他

のブランドトマトの栽培に期待し委託した事業である。良質のトマ
トを作ることが最優先であり、「カゴメ」等技術者の指導を求め、改
善に担当部の強い決意を聞いている。

質　疑

賛成討論 答　弁

平成 21 年 9 月定例会は 8 月 24 日開会、会期 26 日間、9 月 18 日に閉会
市長提出議案
議案等番号 件　　　　　　　名 結　果

報告第22号 平成20年度決算に基づく安曇野市健全化判断比
率について 受理

報告第23号 平成20年度決算に基づく安曇野市下水道事業特
別会計資金不足比率について 受理

報告第24号 平成20年度決算に基づく安曇野市農業集落排水
事業特別会計資金不足比率について 受理

報告第25号 平成20年度決算に基づく安曇野市産業団地造成
事業特別会計資金不足比率について 受理

報告第26号 平成20年度決算に基づく安曇野市水道事業会計
資金不足比率について 受理

報告第27号 平成20年度決算に基づく安曇野市営宿舎事業会
計資金不足比率について 受理

報告第28号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報
告について（自動車事故に関すること） 受理

議案第68号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例

原案
可決

議案第69号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案
可決

議案第70号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例 原案
可決

議案第71号 安曇野市三郷新規就農者住宅条例の一部を改正
する条例

原案
可決

議案第72号 安曇野市景観審議会設置条例 原案
可決

議案第73号 平成21年度安曇野市一般会計補正予算（第3号） 原案
可決

議案第74号 平成21年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸
付事業特別会計補正予算（第1号）

原案
可決

議案第75号 平成21年度安曇野市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

原案
可決

議案第76号 平成21年度安曇野市老人保健特別会計補正予算
（第1号）

原案
可決

議案第77号 平成21年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）

原案
可決

議案第78号 平成21年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第2号）

原案
可決

議案第79号 平成21年度安曇野市下水道事業特別会計補正予
算（第2号）

原案
可決

議案第80号 平成21年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第1号）

原案
可決

議案第81号 平成21年度安曇野市上川手山林財産区特別会計
補正予算（第1号）

原案
可決

議案第82号 平成21年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計
補正予算（第1号）

原案
可決

議案第83号 平成21年度安曇野市有明山林財産区特別会計補
正予算（第1号）

原案
可決

議案第84号 平成21年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会
計補正予算（第1号）

原案
可決

議案第85号 平成21年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補
正予算（第1号）

原案
可決

議案第86号 平成21年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
補正予算（第1号）

原案
可決

議案第87号 平成21年度安曇野市水道事業会計補正予算
（第1号）

原案
可決

議案第88号 平成20年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認
定について

原案
認定

議案第89号 平成20年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸
付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第90号 平成20年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

原案
認定

議案第91号 平成20年度安曇野市老人保健特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案
認定

議案第92号 平成20年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第93号 平成20年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案
認定

議案第94号 平成20年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

原案
認定

議案第95号 平成20年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第96号 平成20年度安曇野市上川手山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第97号 平成20年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第98号 平成20年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第99号 平成20年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第100号 平成20年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第101号 平成20年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定

議案第102号 平成20年度安曇野市水道事業会計決算の認定に
ついて

原案
認定

議案第103号 平成20年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定
について

原案
認定

議案第104号 長野県市町村自治振興組合を組織する地方公共
団体の数の減少について

原案
可決

議案第105号 長野県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少について

原案
可決

議案第106号 長野県後期高齢者医療広域連合を組織する地方
公共団体の数の減少について

原案
可決

議案第107号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高
地域福祉センター及び安曇野市立穂高中央児童館）

原案
可決

議案第108号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市
穂高西部児童館及び安曇野市立穂高北部児童館）

原案
可決

議案第109号 市道の廃止について 原案
可決

議案第110号 市道の認定について 原案
可決

議案第111号 豊科交流学習センター建設事業建築工事請負契
約について

原案
可決

議案第112号 豊科交流学習センター建設事業電気設備工事請
負契約について

原案
可決

議案第113号 安曇野市デジタル移動系防災行政無線整備工事
請負契約について

原案
可決

議案第114号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第115号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて 適任

議員提出議案
議案番号 件　　　　　　　名 結　果
議員提出

第8号
保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書
の提出について

原案
可決

議員提出
第9号

私立高校への公費助成に関する意見書の提出に
ついて

原案
可決

議員提出
第10号

高齢者の肺炎球菌予防接種への公費助成等に関
する意見書の提出について

原案
可決

議員提出
第11号

ヒブワクチンの早期定期予防接種化等を求める
意見書の提出について

原案
可決

請　願 

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

請願第4号 市公用車購入及び公用車整備に関する請願につ
いて

継続
審査

陳　情
議案番号 件　　　　　　　名 結　果

陳情第3号 私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳
情書 採択

陳情第4号 肺炎球菌ワクチンへの公費助成等に関する陳情 採択

陳情第5号 ヒブワクチンの早期定期予防接種化等を求める
陳情 採択

陳情第6号 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書
採択について 採択

選　挙
件　　　　　　　名 結　果

穂高広域施設組合議会議員の補欠選挙 当選
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議案第 68 号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

議案第 73 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）（総務委員会所管事項） 

議案第 74 号 平成21年度 安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第 1 号） 

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

議案第 90 号 平成20年度 安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 91 号 平成20年度 安曇野市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 92 号 平成20年度 安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第101号 平成20年度 安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第103号 平成20年度 安曇野市営宿舎事業会計決算の認定について

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

議案第 104 号 長野県市町村自治振興組合を組織する地方公共団体の数の減少について

議案第 105 号 長野県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

議案第 88 号 平成20年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（総務委員会所管事項）

審査内容

（反対の意見）
　　公平性を考えれば、部落差別という問題だけで、一団体に補助することは問題である。
　従って、認められない。

（賛成の意見）
　議会が議決して、執行した予算の認定である。結果としての状況を聞いたり、要望をする中で審査をした。
　解放同盟の問題については、歴史の経過の中での執行である。これから、この問題がないとはいえない
ので、今後も続けていく必要があり、執行の経過をたどってみても、この内容については問題はない。
　よって、賛成である。

審査結果 上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、賛成多数で、「原案のとおり、認定すべきもの」 と、決定した。

請願第 4 号 市公用車購入及び公用車整備に関する請願について

審査内容

（審査を継続したいとする意見）
　本請願について、現状は、ほとんど市内業者に発注しているとのことである。このことは、請願の願意と
一致するものであり、請願事項の 1 と 2 は、まさにそのとおりである。その点では賛成する内容である。
　しかし、請願事項の 3 は、特殊車両の対応については色々な問題が出てくる。また、4 は、この内容を
認めたら、職員は対応に苦慮するだろう。この事項については、判断しかねる事項なので、審査を継続し
たい。

審査結果 上記のような審査を継続したいという意見について、諮ったところ、全員賛成で、「継続審査とすべきもの」と、
決定した。

議案第 88 号 平成20年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（環境経済委員会所管事項）

審査内容

（反対の意見）
　三郷堆肥センター設置の目的、位置づけがはっきりしない。施設には色々な目的がある。市民全体の利
益にかなうものか、将来の財政負担の問題も含め、明確な位置づけがなされて、はじめて決算が認められる。
よって、反対である。

審査結果 上記のような認定に反対の意見があったが、採決を行った結果、賛成多数で、「原案のとおり、認定すべきも
の」と、決定した。

議案第 69 号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第 71 号 安曇野市三郷新規就農者住宅条例の一部を改正する条例

議案第 73 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）（ 環境経済委員会所管事項 ）

議案第 75 号 平成21年度 安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第 76 号 平成21年度 安曇野市老人保健特別会計補正予算（第１号）

議案第 77 号 平成21年度 安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第 86 号 平成21年度 安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

議案第 81 号 平成21年度 安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 82 号 平成21年度 安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号） 

議案第 83 号 平成21年度 安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 84 号 平成21年度 安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 85 号 平成21年度 安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（第１号）

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

総務委員会審査報告

環境経済委員会審査報告

議案第 96 号 平成20年度 安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 97 号 平成20年度 安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 98 号 平成20年度 安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 99 号 平成20年度 安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第100号 平成20年度 安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

陳情第 6 号 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書採択について

審査内容

（反対の意見）
診療の内容が不明確であり、反対である。

（賛成の意見）
・医療費制度の充実と互助負担の立場から賛成である。
・保険料の負担は増えるかもしれないが、国の制度上の問題である。国に補助を要望することで賛成とし
　たい。

審査結果 上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、願意妥当とする意見多数で、「採択すべきもの」と、決定した。

議案第 89 号 平成20年度 安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

審査結果 特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

議案第106号 長野県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について

審査結果 特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。
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建設水道委員会審査報告

議案第 72 号 安曇野市景観審議会設置条例

議案第 73 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）（建設水道委員会所管事項 ）

議案第 79 号 平成21年度 安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 80 号 平成21年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

議案第 87 号 平成21年度 安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

陳情第 3 号 私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書

審査結果 陳情者の願意については、特に、異議なく全員が妥当と認め、「採択すべきもの」と、決定した。

議案第 93 号 平成20年度 安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

審査結果 特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

陳情第 4 号 肺炎球菌ワクチンへの公費助成等に関する陳情

審査結果 採決を行った結果、願意妥当とする意見多数で、「採択すべきもの」と、決定した。

議案第 70 号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例

議案第 73 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）（福祉教育委員会所管事項）

議案第 78 号 平成21年度 安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

議案第107号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高地域福祉センター及び安曇野市立穂高中央児童館）

議案第108号 公の施設の指定管理者の指定について
 （安曇野市立穂高西部児童館及び安曇野市立穂高北部児童館）

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

議案第109号 市道の廃止について

議案第110号 市道の認定について

審査結果 以上の議案については、特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。

陳情第 5 号 ヒブワクチンの早期定期予防接種化等を求める陳情

審査内容

（賛成の意見）
　接種した事例が少ないので、行政側でもワクチンの安全性について、責任を持ったとは言えないと思う。
ただし、行政で推奨する場合に、見える形にするとある程度の補助をすることになるだろう。
　ヒブワクチン接種が、ヒブ重症感染症から子どもたちを守る可能性のあることから、推奨できる面もあ
るので、この陳情を採択することに賛成である。

審査結果 上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、願意妥当とする意見多数で、「採択すべきもの」と、決定した。

議案第 94 号 平成 20 年度 安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

審査内容

（意見・要望）
　三郷・堀金・明科地域の負担金の収納率が非常に悪い。件数も少なく、何か共通した問題点があるのか。
この現象は、豊科・穂高地域にもいずれ出てくるだろう。もし、そういうことが予測されるなら、公平性
の観点から原因を十分調査して、対策を講じられたい。

審査結果 上記のような意見・要望を踏まえ、採決を行った結果、全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、
決定した。

議案第 88 号 平成20年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（建設水道委員会所管事項）

審査結果 特に、異議なく全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

議案第 95 号 平成20年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

審査内容
（要望）

施設は 4 地区にあるが、水洗化率の低い地区が見受けられるので、水洗化率の向上に努められたい。

審査結果 上記のような要望を踏まえ、採決を行った結果、全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

議案第102号 平成 20 年度 安曇野市水道事業会計決算の認定について

審査内容

（意見・要望）
・施設等の老朽化が進んでいる地域があるが、市の水道ビジョンに基づき、事業の統一等長期的な観点から、
　慎重に資金計画を立てて、事業を推進されたい。
・現金納付者の利便性を考慮したコンビニ収納の導入や起債の繰上げ償還に努力し、経営の健全化に努力
　しているが、なお一層の経営努力をされたい。

審査結果 上記のような意見・要望を踏まえ、採決を行った結果、全員賛成で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、
決定した。

議案第 88 号 平成20年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（福祉教育委員会所管事項 ）

審査内容

（反対の意見）
・人権教育という名による同和行政がされている実態がある。一般行政への移行こそ、今求められている。
　　人種差別・男女差別・障害者差別・セクハラ・パワハラなど、人権問題として取り上げていかなくて

はならない課題が数多くある。そのことに、どのように対応していくのか、今、安曇野市が問われてい
ると思う。

・交流学習センター事業について、穂高交流学習センターと豊科交流学習センターにはそれぞれ課題があ
り、市民の声を十分聞いて事業を進めるべきであると当初から考えていた。

　　それは、「図書館としての機能をどのように持っていくのか」、「立地条件や財源的な問題」、「建築基準
法改正による見直し」など十分に吟味する必要があり、その結果で進めていくのか、それとも内容を変
更して進めていくのか、議論する時間的猶予も必要ではないかと提言をしたが、20 年度事業として進
められ、決算に示されている。

　　市民の要望にどう応えていくかという観点が必要だということを強調し、反対である。
（賛成の意見）

　人権教育については、各地区公民館で研修会等を開催している。その中において、同和問題はごく一部であ
る。ほかにも色々な人権問題があるが、そのような問題は、1 度や 2 度の研修等ですぐに実績になって表れて
くるものではない。継続したものの中から、改善策が生まれてくるという意味で、賛成である。

審査結果 上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、賛成多数で、「原案のとおり、認定すべきもの」と、決定した。

福祉教育委員会審査報告

人
事
案
件

◎
神ご
う
ど戸
美み

か佳
氏
の
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
同
意
し
た
。

（
任
期
　
平
成
21
年
11
月
9

日
か
ら
3
年
）

◎
清き

よ
の野
昌ま
さ
の
り訓
氏
の
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

適
任
と
し
た
。

（
任
期
　
平
成
22
年
1
月
1

日
か
ら
3
年
）
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失
業
率
、
有
効
求
人

倍
率
は
過
去
最
低
の
当

市
。「
高
校
卒
業
し
て
も
就

職
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
現

状
が
あ
り
、
と
く
に
労
働
者

派
遣
法
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
市
長
）
派
遣
労
働
が

大
幅
に
拡
大
し
、
反
省

す
べ
き
だ
ろ
う
。
労
働
者
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
欠
け

て
い
る
、
労
働
者
派
遣
法
は

見
直
し
や
改
正
が
必
要
。

　

最
低
賃
金
１
０
０
０

円
の
実
現
は
だ
れ
も
が

望
ん
で
い
る
と
思
う
が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
県

内
の
パ
ー
ト
労
働
者
１

時
間
当
た
り
平
均
955
円
。
市

内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の

実
態
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

県
の
調
査
を
み
て
も
女
性
の

ほ
う
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

　

好
き
こ
の
ん
で
ニ
ー

ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
不

安
定
雇
用
に
し
て
い
る
政
治

と
社
会
が
問
題
。
市
は
就
活

支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
安

曇
野
地
区
産
業
事
情
視

察
を
商
工
会
と
共
催
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
。
中
信
地
域

若
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
に
市
も
参
画
し
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

労
働
時
間
短
縮
で
人

材
を
増
や
し
、
工
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
係
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
新

産
業
の
創
出
、
人
材
の

確
保
と
育
成
、
生
産
基
盤
の

整
備
に
視
点
を
置
い
て
い
る
。

企
業
誘
致
を
進
め
雇
用
の
機

会
が
創
出
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

　

雇
用
の
創
出
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
、
教

育
、
医
療
、
介
護
、
消
防
）

と
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
野
で
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
経

済
性
、
普
及
度
が
十
分

で
は
な
い
が
、
技
術
開
発
の

支
援
、
産
業
育
成
が
推
進
で

き
る
と
、
将
来
的
に
は
雇
用

の
確
保
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
る
。

安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る

地
域
の
た
め
に

　

災
害
が
起
こ
っ
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
る
。
河

川
の
護
岸
工
事
も
国
や
県
で

は
対
応
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
。
安
曇
野
ス
タ
イ
ル
で
市

独
自
の
工
事
施
工
で
予
算
を

つ
け
、
地
元
の
業
者
が
地
元

の
仕
事
を
元
請
け
で
き
る
よ

う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
河

川
改
修
、
護
岸
補
強
、

河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
で
避
難

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
部
局

間
で
連
携
を
と
っ
て
対
応
し

た
い
。

安
曇
野
市
の
合
併
評
価
は

人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
・
地
域
づ
く
り
を

地
方
分
権
に
対
処
で
き
る
自
治
体
づ
く
り
が
進
ん
だ

労
働
者
派
遣
法
は
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

　

分
権
の
受
け
皿
と
し

て
の
基
礎
自
治
体
の
樹

立
が
合
併
の
大
き
な
目
的
で

あ
る
が
、
合
併
効
果
と
分
権

へ
の
道
に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）
こ
の
4
年
間

は
基
礎
づ
く
り
の
段
階

で
あ
っ
た
が
住
民
参
加
の
窓

口
も
広
げ
な
が
ら
地
方
分
権

に
対
処
で
き
る
強
い
基
礎
的

自
治
体
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、財

政
状
況
も
将
来
に
向
け
て
の

基
礎
づ
く
り
が
出
来
て
い
る
。

　

合
併
に
伴
う
地
域
変

化
と
行
政
運
営
面
の
効

果
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市

の
一
体
的
な
確
立
と
均

衡
な
る
発
展
の
た
め
公
共
施

設
の
整
備
や
地
域
住
民
の
連

携
強
化
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
合
併
特
例
債
は

新
市
建
設
計
画
発
行
予
定
額

350
億
円
に
対
し
19
％
の
執
行

状
況
で
あ
り
、
市
全
体
の
地

方
債
の
残
高
は
20
年
度
末
947

億
円
で
17
年
度
末
（
合
併

時
）
と
比
べ
10
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
旧
町
村
で
は

着
手
が
な
か
な
か
困
難
な
福

祉
・
教
育
施
設
や
安
曇
野
赤

十
字
病
院
等
へ
の
建
設
補
助

も
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
基

金
残
高
に
つ
い
て
は
合
併
時

と
比
べ
35
億
円（
20
年
度
末
）

の
増
加
で
129
億
円
と
積
み
立

て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
財
政

指
標
に
つ
い
て
は
財
政
力
指

数
、
公
債
費
比
率
、
起
債
制

限
比
率
と
も
向
上
し
て
お
り

合
併
効
果
が
現
れ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
合
併
時
か
ら
4

年
間
の
財
政
状
況
も
す
べ
て

広
報
の
特
集
等
で
公
表
し
て

い
る
。

　

地
域
住
民
に
か
か
わ

る
合
併
効
果
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
5

つ
の
流
れ
を
１
つ
に
と

言
う
こ
と
か
ら
市
民
参
加
に

よ
る
安
曇
野
フ
ェ
ス
タ
や
花

火
大
会
等
が
統
一
さ
れ
、
ま

た
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地

域
づ
く
り
事
業
」
等
も
ス
タ

ー
ト
し
市
民
の
交
流
や
活
動

の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
関
係

で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
数
多
く
生
ま
れ

地
域
間
交
流
も
深
ま
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
市
民
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
設
立
さ
れ
市
民

主
体
の
環
境
フ
ェ
ア
も
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
合
併
に
よ
り

広
域
化
し
て
交
流
の
幅
と
機

会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
課
題
と
し

て
、
住
民
の
視
点
で
合

併
の
実
態
を
評
価
検
証
し
、

今
後
の
基
礎
自
治
体
の
あ
り

方
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
区

の
現
状
や
課
題
を
探
る

た
め
、
市
区
長
会
主
体
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
、
今
後
市
民
満

足
度
調
査
等
中
間
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
て

い
く
。

安曇野市役所

りんご栽培について語る南農高校生
（昨年11月の学校訪問講座にて）
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安
曇
野
市
構
築
の
基
本
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て

烏
川
地
区
ほ
場
整
備
事
業
進
捗
状
況
は

本
来
の
姿
の
中
で
危
機
管
理
体
制
を
早
急
に
築
く

今
月
中
に
事
業
採
択
の
結
論
が
出
る

　

安
曇
野
市
の
構
築
に

危
機
管
理
体
制
と
言
う

面
か
ら
質
問
す
る
。
自
然
災

害
的
危
機
に
つ
い
て
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
市

は
ど
の
様
な
現
状
に
あ
る
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
4

月
に
入
り
県
内
発
生
事

態
を
受
け
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
要
綱
を
ま
と
め

た
。
対
策
本
部
を
設
置
し
全

課
に
わ
た
り
班
を
組
織
、
そ

の
中
に
総
務
班
、
広
報
班
、

予
防
蔓
延
防
止
班
、
医
療

班
、
生
活
支
援
班
、
市
民
相

談
班
の
6
班
を
設
け
取
り
組

む
形
に
し
た
。
行
政
は
日
々

継
続
し
て
業
務
を
行
わ
な
く

て
は
な
ら
ず
、
職
員
が
多
数

感
染
発
症
し
て
も
、
業
務
継

続
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

可
能
と
な
る
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

　

実
務
的
な
事
で
は
ど

う
か
。
感
染
防
止
用
備

蓄
品
等
に
つ
い
て
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
平

成
20
年
度
補
正
予
算
か

ら
備
蓄
品
は
順
次
購
入
し
て

い
る
。
学
校
、
保
育
園
、
そ

の
他
大
勢
の
集
ま
る
場
所
で

は
、
消
毒
薬
等
の
手
配
、
用

意
を
し
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
製

造
量
が
国
レ
ベ
ル
で
も

カ
バ
ー
出
来
な
い
で
い
る
現

状
に
お
い
て
、
外
国
か
ら
の

輸
入
と
接
種
の
優
先
順
位
を

国
が
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。ま
た
、治
療
薬
の
タ
ミ

フ
ル
に
つ
い
て
は
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
に
確
保
し
て
い
る
。

数
量
に
つ
い
て
は
未
確
認
。

　

自
然
災
害
的
危
機
に

関
し
、
77
地
区
に
自
主

防
災
組
織
が
組
織
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
地
域
性
は
違
う
の

で
、
や
は
り
一
つ
の
骨
格
を

作
り
上
げ
、
そ
れ
を
機
能
さ

せ
て
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ

る
と
考
え
る
が
、
行
政
は
ど

ん
な
形
で
働
き
か
け
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
自
主
防

災
組
織
の
設
置
目
的
の

一
つ
は
、
行
政
機
能
が
ま
ひ

し
た
時
な
ど
、
危
機
管
理
室

の
職
員
と
地
域
の
皆
さ
ん
が

連
携
の
中
で
実
行
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

　

安
曇
野
市
の
危
機
管

理
体
制
が
根
本
的
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
聞
く
。

　

市
長
は
今
ま
で
や
む
を
得

ず
仮
の
姿
だ
と
言
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
一
刻
も
早
く

本
来
の
姿
に
統
一
を
し
て
市

民
の
安
全
・
安
心
を
図
り
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
こ
そ
望
ま
れ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
人
間
の
予
測

を
遥
か
に
超
え
る
自
然

の
恐
ろ
し
さ
に
対
す
る
の
は

非
常
に
難
し
い
が
、
本
庁
機

能
を
し
っ
か
り
集
約
を
し
て

素
早
い
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　

ほ
場
整
備
事
業
の
推

進
状
況
と
今
後
の
計
画

は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
地

元
の
推
進
委
員
の
ご
努

力
に
よ
り
、
最
新
9
月
7
日

現
在
の
同
意
率
95.2
％
に
達
し

て
い
る
。
今
月
中
に
事
業
採

択
の
結
論
が
で
る
予
定
。

　

山
麓
線
と
広
域
農
道

と
の
接
続
が
必
要
で
あ

り
、
5
ｍ
農
道
を
6
ｍ
農
道

に
な
ら
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
主

要
地
方
道
（
山
麓
線
）

と
広
域
農
道
を
結
ぶ
路
線
が

こ
の
位
置
に
必
要
か
と
い
う

考
え
に
現
在
至
っ
て
い
な

い
。
関
係
部
局
等
と
検
討
す

る
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

市
の
高
齢
化
社
会
の

現
状
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
高

齢
化
率
24.6
％
と
上
昇
傾

向
に
あ
る
。

　

介
護
の
現
状
と
利
用

は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
9

月
1
日
現
在
要
介
護
認

定
者
は
３
８
５
５
人
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。
5
月
の
利

用
実
績
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

予
防
給
付
137
人
、
介
護
給
付

１
２
８
１
人
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
ど
の
位
受
け
ら
れ

る
か
の
計
画
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
・
利
用
者
・
家
族
等
で
話

し
合
い
で
決
め
て
い
る
。

　

老
老
介
護
の
実
態

は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
65

歳
以
上
の
人
口
は
3
月

末
で
２
万
４
１
７
９
人
、
内

一
人
暮
ら
し
は
１
７
１
５

人
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
327
で
老
老
介
護
の
実

世
帯
数
は
把
握
で
き
て
い
な

い
。
早
急
に
把
握
し
た
い
。

　

介
護
・
福
祉
労
働
者

の
離
職
率
が
高
い
。
賃

金
が
全
労
働
者
の
約
65
％
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
市
の
福

祉
関
係
の
離
職
率
と
処
遇
の

改
善
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
現

在
は
経
済
不
況
が
影

響
し
て
い
る
。
10
月
か
ら
介

護
職
員
の
賃
金
の
引
き
上
げ

等
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
事

業
者
に
対
し
て
助
成
す
る
事

業
が
始
ま
る
。

　

介
護
施
設
の
現
状
と

将
来
計
画
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
市

内
の
介
護
施
設
は
特
養

7
カ
所
510
床
、
老
健
5
カ
所

335
床
、
療
養
型
医
療
施
設
4

カ
所
75
床
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
6
カ
所
61
床
、
整
備
計
画

は
需
要
量
を
見
込
み
、
計
画

的
に
整
備
す
る
。

　

天
然
の
温
泉
を
利
用

し
た
福
祉
施
設
の
考
え

は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今

後
検
討
し
て
み
た
い
。

危機管理室

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ｑ
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Ｑ
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Ａ
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労
働
人
口
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
4
割
を

超
え
、
女
性
の
働
き
な
く
し

て
経
済
活
動
は
出
来
な
い
と

い
わ
れ
る
現
在
、
子
育
て
支

援
は
重
要
課
題
で
あ
る
。
①

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
対

象
、
現
在
3
年
生
ま
で
を
6

年
生
ま
で
拡
大
を
。
②
児
童

館
に
学
校
か
ら
直
接
行
く
こ

と
に
つ
い
て
。
③
放
課
後
こ

ど
も
教
室
を
週
１
回
か
ら
回

数
増
は
。
④
障
が
い
児
の
放

課
後
支
援
は
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
①

現
在
、
利
用
し
て
い
る

方
の
84
％
が
6
年
生
ま
で
を

希
望
し
て
お
り
、
４
年
生
以

降
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
と

し
て
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し

た
い
方
が
12.4
％
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
と
の
連
携
に
よ
る

学
校
施
設
の
有
効
活
用
を
図

る
中
で
学
年
拡
大
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
②
学
校
で
児

童
の
安
全
確
保
の
約
束
事
、

児
童
館
の
大
き
さ
に
よ
る
利

用
人
員
の
制
約
が
あ
る
。
④

長
期
休
業
中
の
障
害
児
児
童

ク
ラ
ブ
を
南
穂
高
児
童
館
と

三
郷
児
童
館
で
行
っ
て
お
り
、

他
の
地
域
で
も
希
望
が
あ
れ

ば
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
教
育
次
長
）
③
職
員

会
議
の
あ
る
週
一
回
開

催
し
て
い
る
が
、
ま
だ
こ
れ

か
ら
の
事
業
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り

方
と
並
行
し
て
検
討
し
て
い

け
れ
ば
良
い
と
思
う
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
は

　

市
と
し
て
現
状
を
ど

う
捉
え
、
今
後
に
活
か

し
て
い
く
か
。

（
総
務
部
長
）
委
員
会

や
審
議
会
等
へ
の
女
性

の
登
用
率
の
目
標
35
％
に
対

し
て
、
現
在
、
24.1
％
で
あ
る
。

任
期
満
了
時
に
登
用
を
お
願

い
し
た
い
。
今
後
、
女
性
が

参
加
し
た
と
き
に
、
地
域
や

男
性
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て

　

診
療
体
制
・
保
育

園
・
学
校
の
あ
り
方
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
医

療
体
制
検
討
委
員
会
で
協
議

を
し
て
、
今
後
の
市
の
医
療

体
制
の
確
保
に
つ
い
て
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
。
保
育

園
は
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
形

の
中
で
保
育
を
や
っ
て
い
く
。

（
教
育
次
長
）
学
校
長

と
協
議
を
し
て
各
校
長

宛
に
通
知
を
出
し
た
。
①
濃

厚
接
触
者
の
対
応
②
学
級
閉

鎖
や
休
業
の
基
準
等
に
つ
い

て
で
あ
る
。

　

他
に
耕
作
放
棄
地
対
策
、

市
営
球
場
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

安
曇
野
市
の
一
本
化
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
よ
う
な
大
会
を
考
え
て
い
る

児
童
ク
ラ
ブ
の
学
年
拡
大
を
検
討
し
て
い
く

　

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、

安
曇
野
市
全
体
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
五
つ
の
地
域
の
交
流
が

始
ま
り
、
一
体
感
が
生
ま
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
地
域
の

体
育
協
会
の
皆
様
と
話

し
合
い
を
持
ち
、
教
育
委
員

会
も
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
も

地
区
予
選
か
ら
始
め
、

最
後
は
市
民
タ
イ
ム
ス
や
あ

づ
み
野
テ
レ
ビ
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
大
々
的
に

行
う
大
会
が
あ
っ
て
も
よ
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
現
在
、

市
長
杯
、
議
長
杯
と
い

う
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

も
体
育
協
会
、
公
民
館
を
含

め
た
中
で
慎
重
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。　

各
小
中
学
校
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部

活
動
の
一
本
化
し
た
市
主
催

の
大
会
が
ど
の
よ
う
な
形
で

行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
教
育
次
長
）
そ
の

よ
う
な
全
市
的
な
大
会

は
、
な
い
と
い
う
の
が
現
状
。

　

手
始
め
に
競
技
別
に

各
学
校
で
は
チ
ー
ム
を

作
り
、
駅
伝
大
会
な
ど
を
や

っ
て
み
る
の
も
一
つ
の
案
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
ス
ポ
ー

ツ
活
動
と
い
う
中
で
、

色
々
な
人
が
一
つ
の
場
所
に

集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、

今
、
活
動
し
て
い
る
内
容
を

確
認
し
、
関
係
者
の
皆
様
と

話
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

安
曇
野
花
火
大
会
・
薪
能
の

検
証　

安
曇
野
花
火
大
会
も

薪
能
も
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
大
成
功
だ
っ
た
と
思

う
が
、
経
済
効
果
も
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
一
層
知
名
度
を
上
げ
て

い
た
だ
き
、行
政
と
商
工
会
、

観
光
協
会
、
旅
館
組
合
な
ど

と
の
協
働
で
、
温
泉
郷
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
出
す
な
ど

し
、
宿
泊
施
設
が
一
杯
に
な

る
こ
と
を
考
え
、
継
続
的
に

人
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
形
を
取
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
温

泉
郷
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
発
着
に
つ
い
て
参
考
に

し
た
い
。
や
は
り
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
の
は
経
済
効
果
に
結

び
つ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。
現
在
は
着
地
・
滞

在
型
観
光
の
誘
客
促
進
を
目

指
し
て
い
る
。

宮下明博

平林徳子

明科御宝田マレットゴルフ場

放課後こども教室
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合
併
後
の
建
設
工
事
の
地
元
業
者
参
入
に
つ
い
て

本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は

21
年
度
か
ら
入
札
制
度
の
改
革
を
進
め
て
い
る

新
庁
舎
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
も
の
が
必
要

　

合
併
後
4
年
間
を
総

括
し
、
地
元
業
者
参
入

が
良
い
意
味
で
図
ら
れ
て
き

た
の
か
。
市
場
創
出
の
機
会

と
な
っ
た
の
か
。
地
元
業
者

育
成
の
観
点
に
つ
い
て
は
。

発
注
に
お
け
る
工
事
金
額
の

査
定
が
厳
し
す
ぎ
な
い
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
昨

年
度
、
安
曇
野
市
入
札

制
度
検
討
委
員
会
を
設
け
、

市
に
お
け
る
入
札
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
の
結
果

を
21
年
1
月
に
提
言
を
い
た

だ
き
、
こ
の
提
言
を
基
本

に
、
平
成
21
年
度
か
ら
市
の

入
札
制
度
の
改
革
を
進
め
て

い
る
。

　

事
務
用
品
、
印
刷
物

等
の
購
入
実
態
に
つ
い

て
。

（
企
画
財
政
部
長
）
一

般
的
な
事
務
用
品
と
事

務
機
器
に
つ
い
て
は
、
予
定

価
格
が
100
万
円
以
上
に
つ
い

て
は
、
契
約
管
財
課
が
市
内

本
社
又
は
市
内
営
業
所
か
ら

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
購
入

し
て
い
る
。
印
刷
業
務
も
同

じ
で
あ
る
。
市
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
市
史
編
纂
、
防
災
マ

ッ
プ
各
種
の
計
画
書
な
ど
の

一
部
の
特
殊
な
業
務
に
つ
い

て
は
、
企
画
立
案
か
ら
印
刷

業
務
ま
で
の
一
連
の
業
務
が

で
き
る
業
者
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
ま
た
は
指
名
競
争
入
札
と

し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
の
総
利
用
額
に

つ
い
て

　

合
併
特
例
債
の
利
用

総
額
350
億
円
が
昨
年
来

の
経
済
不
況
も
あ
る
中
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
ど
う

か
、
も
っ
と
縮
小
し
て
い
か

な
い
と
立
ち
行
か
な
い
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
こ

の
350
億
円
と
い
う
の

は
、合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

発
行
可
能
額
が
起
債
べ
ー
ス

で
は
458
億
円
で
あ
る
。
そ
れ

を
350
億
円
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
合
併
に
よ
り
人
件
費

な
ど
各
種
事
務
事
業
等
の
効

率
化
が
110
億
円
ほ
ど
行
わ
れ

る
と
償
還
で
き
る
範
囲
内
で

の
額
が
350
億
円
程
度
だ
と
い

う
こ
と
で
合
併
協
議
会
の
中

で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

安
曇
野
菜
園
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て

　

経
営
主
体
を
置
き
換

え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た

事
業
の
全
部
を
止
め
た
場
合

に
は
市
の
負
担
額
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
国
へ

の
補
助
金
の
返
還
額
は
ど
の

位
に
な
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
会

社
の
経
営
に
も
課
題

が
あ
る
と
思
う
。
国
の
緊
急

経
済
対
策
を
活
用
し
な
が
ら

会
社
経
営
を
計
っ
て
い
き
た

い
。
止
め
た
場
合
の
数
字
に

つ
い
て
は
今
議
会
中
に
は
あ
る

程
度
の
数
字
を
出
し
た
い
。

補
助
金
返
還
に
つ
い
て
は
、

一
概
に
は
い
え
な
い
。

　

市
長
は
安
曇
野
市
ス

タ
ー
ト
の
時
点
で
6
項

目
の
具
体
的
目
標
を
掲
げ
て

実
施
し
て
き
た
。
成
果
を
伺

う
。
ま
ず
本
庁
舎
建
設
の
課

題
の
ま
と
め
に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）検
討
委
員
会
、

審
議
会
を
経
て
本
庁
舎

等
建
設
基
本
構
想
の
策
定
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

新
庁
舎
は
安
曇
野
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
言
え
る
も
の
が
必
要
。

建
設
の
基
本
計
画
策
定
と
実

施
に
多
く
の
作
業
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
本
庁
舎
建
設
準

備
室
を
設
置
し
た
。
地
方
分

権
、
地
方
主
権
、
成
長
し
て

い
く
自
治
体
に
欠
か
せ
な
い

問
題
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に

先
送
り
し
て
、
後
世
に
よ
り

大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
こ
れ
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
。

　

自
主
財
源
の
安
定
確

保
と
経
常
経
費
の
節
減

に
つ
い
て
の
現
状
を
伺
う
。

（
総
務
部
長
）
自
主
財

源
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
る
の
は
市
民
税
で
あ

る
。
市
民
税
の
滞
納
整
理
は

財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、市
民
の
公
平
性
か
ら
も

強
化
が
必
要
。市
収
納
対
策

本
部
を
設
置
し
て
、全
庁
的

組
織
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

経
常
経
費
の
節
減
で
正
規

職
員
か
ら
非
常
勤
職
員
が
若

干
増
加
し
人
件
費
総
額
を
抑

え
る
効
果
は
あ
る
が
、
人
材

育
成
か
ら
は
適
当
と
は
い
え

な
い
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
指
定
管
理
者
制
度
や
業
務

委
託
等
が
あ
り
、
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
。
そ
の
道
の
プ

ロ
に
お
願
い
す
る
と
の
観
点

で
活
用
し
て
い
く
。

　

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
公
式

訪
問
と
サ
ー
ス
フ
ェ
ー

訪
問
の
総
括
を
伺
う
。

（
市
長
）
国
際
交
流
は

極
め
て
大
切
な
自
治
体

の
事
業
で
あ
る
。
本
格
的
交

流
を
す
る
た
め
に
は
、
市
民

が
中
心
と
な
っ
て
自
治
体
同

士
が
基
本
的
に
確
認
し
あ
う

こ
と
が
必
要
。
市
民
の
皆
さ

ん
方
の
交
流
を
自
治
体
が
支

援
し
て
い
く
形
に
な
る
べ
き

で
あ
る
と
思
う
。
す
ば
ら
し

い
交
流
を
し
、
価
値
観
や
海

外
の
人
と
我
々
と
の
違
い
を

学
ぶ
上
で
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
。

　

電
子
自
治
体
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
電

子
自
治
体
の
構
築
は
現

在
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
に

お
い
て
、
情
報
化
計
画
を
策

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。

　

他
に
企
業
誘
致
に
対
す
る

姿
勢
と
大
き
な
事
業
所
の
変

動
に
対
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

吉田満男

松尾　宏

安曇野菜園の全景
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Ｑ
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クラムザッハとの交流

Ａ
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4
年
間
、
農
業
担
い

手
に
対
す
る
成
果
を
伺

う
。

（
市
長
）
安
曇
野
市
営

農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
兼
業
農
家
、
高
齢
農
家

を
取
り
込
み
農
業
生
産
を
持

続
可
能
と
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
実
行
し
て
き
た
。
高
齢

化
の
進
行
、
後
継
者
不
足
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
市
で
は
認
定
農
業
者

や
集
落
営
農
組
織
に
よ
る
担

い
手
育
成
が
実
を
結
ん
で
い

る
。
4
年
間
で
水
田
農
業
経

営
を
中
心
に
40
経
営
体
の
担

い
手
が
増
加
し
て
い
る
。
集

積
面
積
に
し
て
600�

ha
、
全
農

地
の
45
％
、
２
５
０
０
ha
の

集
積
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

後
継
者
育
成
に
行
政
と
し
て

強
力
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。　

農
業
者
の
意
見
を
聞

く
と
、
後
5
年
も
た
な

い
し
10
年
は
無
理
と
聞
く
。

市
長
は
45
％
ま
で
達
成
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
か
ら

が
大
変
。
担
い
手
、
後
継
者

は
い
る
の
か
、
集
落
営
農
で

い
く
の
か
、
委
託
す
る
の
か
、

自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
れ

る
の
か
。
安
曇
野
の
農
業
は

米
作
が
多
い
し
一
年
に
一
回

転
作
物
が
多
い
。
一
番
効
率

の
悪
い
経
済
行
為
。
転
作
で

一
日
一
万
円
稼
げ
る
農
業
、

銭
の
入
る
農
業
、
小
さ
な
農

業
で
も
専
業
農
家
に
な
れ
る

農
業
支
援
策
が
必
要
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国

の
農
業
政
策
は
大
き
な

農
業
に
集
約
し
て
い
く
担
い

手
に
向
け
た
体
制
を
と
っ
て

い
る
。
当
市
は
5
反
歩
6
反

歩
農
家
も
多
い
。
農
産
物
価

格
が
上
が
ら
な
い
中
、
安
曇

野
に
あ
っ
た
農
産
物
の
開
拓

が
必
要
で
あ
る
。

　

茨
城
県
日
立
市
の
小

菊
の
生
産
が
日
本
一
と

言
わ
れ
て
い
る
。
雨
よ
け
だ

け
の
露
地
栽
培
、
市
場
か
ら

の
予
約
販
売
で
、
価
格
が
安

定
し
生
産
者
も
潤
っ
て
い
る
。

安
曇
野
市
も
花
の
生
産
が
既

に
あ
り
、
標
高
が
高
い
た
め

色
の
濃
い
花
が
で
き
て
い
る
。

大
生
産
団
地
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
安

曇
野
の
気
候
風
土
に
合

う
特
産
物
と
し
て
成
長
し
て

い
け
る
か
探
す
こ
と
が
必
要
。

　

新
規
就
業
者
を
募
集

す
る
や
り
方
も
あ
る
が
、

所
得
保
障
、住
居
、耕
作
地
、

の
問
題
の
ク
リ
ア
ー
が
難
し

い
と
思
う
。
現
状
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
17

年
か
ら
4
年
間
で
22
人

が
新
た
に
就
農
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
が
リ
ン
ゴ
の
専
業

又
は
リ
ン
ゴ
と
水
稲
の
複
合

経
営
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
〔
要
望
〕
若
手
担
い
手
育

成
の
た
め
の
研
修
、
海
外
視

察
の
県
の
補
助
金
制
度
を
使

い
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
材
育
成
と
招し

ょ
う
へ
い聘
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
対
策
と
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

専
門
性
を
も
っ
た
人
材
確
保
が
大
切
と
考
え
る

農
地
の
集
積
は
45
％
達
成
し
て
い
る

　

人
材
を
得
る
、
育
成

を
す
る
こ
と
が
、
未
来

永
劫
市
政
の
土
台
（
基
本
）

と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。（

市
長
）主
に
内
部（
職

員
）
対
応
と
し
て
、
法

務
能
力
、
知
識
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
適
材
適
所

あ
る
い
は
人
事
評
価
制
度
を

も
と
に
、
人
材
確
保
は
多
様

な
職
員
確
保
を
含
め
て
、
自

治
体
の
基
盤
を
成
す
に
は
、

職
員
の
考
え
を
も
っ
て
対
処

し
て
い
る
。

　

職
員
へ
の
対
応
と
し

て
、
臨
時
職
研
修
あ
る

い
は
メ
ン
タ
ル
面
で
の
対
策
産

業
基
盤
強
化
の
為
、
首
都
圏

大
学
（
理
工
等
）
と
の
連
携
、

技
術
技
能
者
の
招
聘
お
よ
び

支
援
策
を
伺
う
。

（
総
務
部
長
）
非
常
勤

職
員
の
位
置
づ
け
、
見

直
し
を
検
討
中
で
あ
り
、
研

修
に
つ
い
て
は
、あ
り
方
に
つ

い
て
併
行
し
て
考
え
て
い
く
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
対

応
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
対
応
に
加
え
、
今
年

度
か
ら
人
事
課
に
保
健
師
を

配
置
し
た
。
今
後
は
よ
り
キ

メ
細
か
な
対
策
を
す
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）産・

学
・
官
連
携
に
よ
り
地

域
振
興
に
資
す
る
為
、
信
州

産
学
官
連
携
機
構
（
県
内
19

の
学
校
）
と
の
連
携
を
当
面

の
課
題
と
し
て
進
め
て
い

る
。
知
的
財
産
を
最
大
限
活

用
す
る
観
点
に
立
つ
も
の
で

あ
る
が
、
将
来
、
首
都
圏
大

学
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

て
対
処
し
て
い
く
。
産
業
技

術
向
上
の
為
に
、
人
材
招
聘

に
つ
い
て
は
、
優
秀
な
技

術
、
知
能
、
経
験
を
有
す
る

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
現
在
は
個
々
の
企
業

の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
が
、
域
内
大
手
と
中
小

企
業
連
携
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
も
課
題
で
あ
る
。

安
心
安
全
を
守
る

消
費
生
活
相
談
へ
の
対
処

　

消
費
生
活
相
談
の
実

態
は
深
刻
な
内
容
を
含

ん
で
い
る
。
市
へ
寄
せ
ら
れ

る
実
態
と
対
応
策
を
伺
う
。

（
市
民
環
境
部
長
）
市

に
対
す
る
相
談
で
は
、

多
い
順
に
訪
問
販
売
、
催
眠

商
法
、
通
信
販
売
、
多
重
債

務
、
先
物
取
引
と
な
っ
て
い

る
。
対
処
と
し
て
、
市
職
員

に
よ
る
、
生
活
相
談
員
に
よ

る
、
或
い
は
出
前
講
座
（
昨

年
44
回
開
催
）で
対
応
し
て

い
る
。
本
年
発
足
し
た
消
費

者
庁
は
、
消
費
者
の
安
全
を

図
る
た
め
の
司
令
塔
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え

る
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
が
、

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
課
題

も
あ
る
。

宮澤孝治

大月晃雄

職員研修

農業の担い手
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ト
マ
ト
三
セ
ク
問
題
、
副
市
長
を
罷
免
す
る
考
え
は
な
い
か

任
期
付
き
職
員
の
今
後
の
考
え
方

罷
免
し
て
責
任
が
は
た
せ
る
と
は
思
わ
な
い

可
能
な
ら
ば
延
長
し
て
頑
張
り
を
望
む

　

安
曇
野
菜
園
第
6
期

決
算
は
３
８
０
０
万
円

の
赤
字
見
通
し
。
黒
字
化
す

る
中
期
経
営
改
善
計
画
は
初

年
度
か
ら
つ
ま
づ
い
た
。
こ

れ
を
ど
う
分
析
評
価
す
る

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
赤

字
は
ト
マ
ト
栽
培
の
技

術
不
足
に
よ
る
。
安
曇
野
菜

園
内
の
緊
張
感
が
欠
如
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
市
と
し
て
抜
本
的
な
経

営
改
善
を
実
行
す
る
た
め
に

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る

補
正
予
算
案
を
計
上
、
経
営

再
建
の
努
力
を
求
め
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で

カ
ゴ
メ
か
ら
技
術
者
が

入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
カ
ゴ
メ
は
「
温
室
個
々

の
特
徴
や
立
地
さ
れ
た
地
域

の
気
候
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
で
非
常
に
難
し
い
。

期
待
に
添
え
る
よ
う
な
指
導

が
で
き
る
か
ど
う
か
自
信
が

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
あ

え
て
補
正
予
算
を
組
ん
で
、

こ
こ
ま
で
悪
化
し
た
安
曇
野

菜
園
に
テ
コ
入
れ
し
て
も
無

駄
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

と
し
て
は
何
と
か
再
建

に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
手
だ
て

を
し
て
、
何
と
か
右
肩
上
が

り
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

　

7
期
に
入
ろ
う
と
す

る
今
ご
ろ
に
な
っ
て
経

営
・
技
術
支
援
す
る
効
果
が

あ
る
の
か
。

（
市
長
）
市
が
支
援
し

て
も
無
駄
、
と
い
う
の

は
小
林
議
員
の
判
断
。
再
生

の
た
め
に
打
つ
手
は
ま
だ
あ

る
。
あ
と
の
人
の
負
担
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
す
る
。
こ
の
ト

マ
ト
栽
培
施
設
は
、
旧
三
郷

村
が
行
政
目
的
達
成
の
た
め

に
整
備
し
た
も
の
で
る
。
こ

れ
ら
の
行
政
行
為
す
べ
て
旧

三
郷
村
の
村
議
会
の
議
決
も

経
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
要

す
る
に
村
民
の
民
意
も
こ
こ

に
入
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
破

綻
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
に
い

か
な
い
。
民
間
に
移
す
手
法

が
あ
る
か
、
経
営
母
体
を
ど

う
す
る
か
、
庁
内
で
も
鋭
意

詰
め
て
い
る
。

　

副
市
長
を
罷
免
す
る

考
え
は
な
い
か
。

（
市
長
）
こ
こ
で
副
市

長
を
罷
免
す
る
こ
と
は

簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
責
任
が
果
た
せ
る
か
と

い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
と

思
う
。

　

副
市
長
の
任
期
が
あ

と
1
カ
月
か
2
カ
月
か

と
い
う
こ
の
時
期
に
な
っ

て
、
経
営
改
善
す
る
こ
と
で

責
任
を
と
る
な
ど
と
言
っ
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。
こ
の

ま
ま
退
任
す
れ
ば
退
職
金
約

１
０
０
０
万
円
が
払
わ
れ

る
。
市
民
感
情
と
し
て
納
得

で
き
な
い
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

（
副
市
長
）
慎
重
に
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
今

こ
こ
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
の

設
置
は
平
林
市
政
の
目

玉
で
あ
っ
た
。
市
民
も
高
い

評
価
を
し
て
い
る
。
3
年
と

い
う
任
期
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
。
勿
論
、
当
該
職
員
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
次
の
首
長
の
判

断
で
な
く
任
命
権
者
で
あ
る

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
市
長
）
任
期
付
き
職

員
の
使
い
方
は
、
難
し

い
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
適

材
適
所
に
良
い
人
材
を
得
れ

ば
、
大
き
な
効
果
も
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
も
任
期

付
き
職
員
の
登
用
は
、
絶
え

ず
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
言
及
す
る
は
ど
う
か
と

思
う
が
、
あ
え
て
申
し
上
げ

る
と
、
民
間
的
感
覚
、
国
際

的
、あ
る
い
は
法
律
的
感
覚
、

こ
れ
は
と
い
う
人
材
が
い
た

ら
、
任
期
付
き
で
、
あ
る
地

位
に
据
え
て
い
く
と
極
め
て

自
治
体
行
政
に
効
果
も
大
き

い
、
速
攻
力
の
あ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
に
つ
い
て
も
、
で
き
れ

ば
延
長
し
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
が
、
こ
れ
は
次
の
首
長
が

判
断
し
考
え
て
い
く
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

教
育
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

　
「
食
育
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て

い
る
事
業
で
あ
る
が
、
安
曇

野
市
食
育
計
画
に
も
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
学
校
で
推
進

す
べ
く
計
画
と
し
て
取
り
上

げ
て
あ
る
。
安
曇
野
市
の
教

育
関
係
で
の
取
り
組
み
を
聞

く
。

（
教
育
長
）
教
育
フ
ァ

ー
ム
推
進
事
業
は
農
水

省
の
管
轄
事
業
で
あ
り
、
自

然
の
恩
恵
や
食
に
こ
だ
わ
る

人
々
へ
の
様
々
な
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
、
そ
れ

を
目
的
と
し
、
市
町
村
・
農

林
漁
業
者
・
学
校
等
が
一
連

の
農
作
業
等
の
体
験
の
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
安
曇
野
市
に
於
い
て
も
、

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
殆

ど
の
学
校
で
田
畑
を
お
借
り

し
、
稲
作
や
野
菜
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

市
長
の
自
己
評
価
点
は

　

市
長
は
4
年
間
を
振

り
返
っ
た
と
き
、
定
例

会
の
冒
頭
で
は
自
信
に
満
ち

た
4
年
間
の
総
括
で
あ
っ

た
。
自
己
評
価
は
満
点
に
近

い
と
思
わ
れ
る
が
遠
慮
な
い

と
こ
ろ
を
伺
う
。

（
市
長
）
と
て
も
満
点

と
い
う
訳
に
は
い
か
な

い
。
2
つ
申
し
上
げ
る
と
最

終
処
分
場
整
備
、
豊
科
文
化

財
団
の
基
本
財
産
で
あ
る
村

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
の
課
題

未
解
決
は
心
残
り
で
あ
る
。

全
体
の
評
価
と
し
て
大
勢
の

方
々
の
支
援
で
、
そ
れ
な
り

の
基
礎
づ
く
り
は
果
た
せ
た

と
い
う
満
足
を
も
っ
て
去
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
本

当
の
心
境
で
あ
る
。

小林純子

浅川保門

植えたばかりのラウンドレッド
（７月中旬の安曇野菜園温室）
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三角島ふるさとの森プロジェクト
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国
の
政
治
は
地
方
自

治
体
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
総
選
挙
が
あ
り
、

自
民
党
・
公
明
党
政
権
に
国

民
は
ノ
ー
と
い
う
審
判
を
下

し
た
。
国
民
は
今
政
治
に
何

を
求
め
て
い
る
と
思
う
か
。

（
市
長
）
政
権
が
国
民

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
。
行
き
過
ぎ
た
構
造
改

革
、
国
の
指
導
者
た
ち
の
力

量
不
足
、
長
期
政
権
へ
の
失

望
、
国
民
の
目
線
か
ら
離
れ

て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
新
し
い
国

政
に
ど
う
対
応
し
て
自
治
を

拡
大
し
て
い
く
か
、
地
域
住

民
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
く

か
、
今
問
わ
れ
て
い
る
。

　

三
郷
の
ト
マ
ト
栽
培

施
設
に
つ
い
て
、
市
長

は
営
利
企
業
・
営
利
部
門
は

行
う
べ
き
で
な
い
と
言
う
立

場
と
思
う
が
、
今
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
方
向
で
あ
る

の
か
。（

総
務
部
長
）
公
の
施

設
は
市
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
。

安
曇
野
菜
園
も
、
公
害
的
問

題
の
解
消
、
地
域
の
労
働
力

の
確
保
な
ど
の
目
的
で
設
置

さ
れ
て
き
た
。
今
後
常
に
市

民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ

の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
持
っ

て
い
く
の
か
が
基
本
と
な
る
。

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
計
画
は

　

合
併
前
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
計
画
さ
れ

て
い
た
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

が
、穂
高
は
先
日
開
館
し
た
。

今
、
豊
科
が
建
設
方
向
で
進

ん
で
い
る
。
三
郷
は
児
童
館

が
先
行
し
た
。
必
要
な
施
設

は
い
ず
れ
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
財
政
が
過
度
な

支
出
を
す
る
こ
と
は
将
来
負

担
を
持
つ
。充
分
検
討
の
上
、

本
当
に
必
要
な
事
業
を
最
小

限
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
の
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の

進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

（
教
育
次
長
）
三
郷
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
整
備
は
必

要
性
が
高
い
と
思
う
。
検
討

す
べ
き
課
題
が
基
本
構
想
図

の
中
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

他
の
整
備
計
画
と
の
調
整
も

必
要
に
な
る
。

　

子
育
て
は
、
今
、
少

子
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
施
策
は
あ
っ
て
も
、

現
状
の
も
の
が
十
分
で
な
い

と
い
け
な
い
。
有
明
地
区
の

児
童
館
に
つ
い
て
問
題
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
現

在
の
施
設
は
狭
く
、
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
教
育
委

員
会
と
も
協
議
を
し
、
対
応

を
考
え
て
い
る
。

災
害
時
の
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況
は

自
公
政
権
に
国
民
は
ノ
ー
の
審
判
を
し
た
が

「
手
上
げ
方
式
」を
採
用
し
、全
地
区
の
作
成
を
目
指
す

政
権
が
国
民
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

　

こ
の
夏
の
西
日
本
に

お
け
る
豪
雨
災
害
で

も
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難

で
き
な
い
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
災
害
時
の
要
援
護
者
の

避
難
対
策
に
、
大
き
な
課
題

を
残
し
た
。
現
在
、
市
で
推

進
し
て
い
る
災
害
時
の
住
民

支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
に

つ
い
て
、
情
報
の
収
集
・
共

有
の
方
法
等
の
取
り
組
み
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
地

区
の
区
長
や
民
生
委
員

や
地
域
防
災
組
織
の
役
員
に

お
願
い
し
、
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
の
保
有
し
て
い
る
要

援
護
者
の
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
保
護
審
査

会
に
諮
問
し
た
が
、
情
報
公

開
は
不
可
と
の
答
申
を
受
け

た
。
今
後
、
要
援
護
者
本
人

か
ら
申
請
を
受
け
同
意
を
得

た
上
で
、
地
域
に
情
報
を
提

供
す
る
「
手
上
げ
方
式
」
を

採
用
し
情
報
の
共
有
化
に
取

り
組
む
。

（
総
務
部
長
）
8
月
末

現
在
で
83
行
政
区
の
う

ち
約
39
％
の
32
行
政
区
で
作

成
完
了
、
20
以
上
の
区
で
作

成
中
で
あ
り
、
市
内
全
区
で

の
作
成
を
目
指
す
。
各
区
で

作
成
し
た
マッ
プ
の
情
報
を
行

政
に
提
供
を
受
け
、
社
会
福

祉
部
門
等
の
関
係
部
局
と
連

携
し
、
市
の
保
有
す
る
情
報

に
加
え
災
害
時
の
要
援
護
者

の
避
難
支
援
に
取
り
組
む
。

新
型
イ
ン
フ
ル
対
策

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見

通
し
、
感
染
し
た
場
合

に
重
症
化
し
や
す
い
ハ
イ
リ

ス
ク
者
へ
の
対
策
、
低
所
得

者
へ
の
接
種
費
用
の
負
担
軽

減
策
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
が
重

症
化
し
た
場
合
に
入
院
し
専

門
治
療
が
で
き
る
市
内
の
医

療
機
関
の
現
状
を
伺
う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
厚

労
省
の
方
針
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
供
給
量
が
不

足
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

医
師
会
が
取
り
ま
と
め
た
医

療
機
関
が
国
と
委
託
契
約
を

結
ん
で
実
施
。
国
が
接
種
の

時
期
や
優
先
順
位
を
決
め
市

町
村
が
周
知
を
行
う
。
接
種

の
優
先
順
位
は
、
ま
ず
医
療

従
事
者
、
妊
婦
お
よ
び
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
、
乳
幼
児
、

高
齢
者
、
小
中
学
生
等
の
ハ

イ
リ
ス
ク
者
が
考
え
ら
れ

る
。
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽

減
は
国
や
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
見
て
決
め
る
。
専
門
治

療
機
関
は
、
子
ど
も
の
重
症

者
は
県
下
全
体
を
こ
ど
も
病

院
が
、
大
人
は
、
中
程
度
の

症
状
の
入
院
治
療
は
安
曇
野

赤
十
字
病
院
で
、
重
症
者
は

信
大
病
院
で
対
応
す
る
。

　

他
に
、
災
害
時
の
事
業
継

承
計
画
へ
の
取
り
組
み
、
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

松森幸一

青柳吉宏

総合支所に設置の消毒薬

建設が始まった豊科交流学習センター
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食
料
自
給
率
向
上
に
つ
い
て

暮
ら
し
優
先
の
循
環
型
健
全
財
政
で
市
内
業
者
へ
の
発
注
は

国
の
農
政
施
策
と
整
合
性
を
図
り
進
め
る

実
施
計
画
に
基
づ
き
優
先
順
位
を
決
め
発
注

　

国
農
政
の
主
要
課
題

に
、
各
政
党
の
政
権
公

約
は
い
づ
れ
も
食
料
自
給
率

向
上
を
あ
げ
て
い
る
。
我
が

市
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る

か
。
①
身
土
不
二
・
地
産
地

消
の
志
向
と
正
し
い
食
育
・

米
飯
文
化
の
取
り
組
み
②
地

産
の
充
実
（
農
業
振
興
に
行

財
政
支
援
）
③
学
校
給
食
の

米
飯
給
食
化

（
産
業
観
光
部
長
）
①

米
中
心
の
日
本
の
食
生

活
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
地
産
地
消
・
食
育
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。
各

党
で
自
給
率
向
上
を
上
げ
て

い
る
が
具
体
的
手
法
が
不
透

明
で
あ
る
の
で
今
後
の
国
の

政
策
を
注
視
し
進
め
る
。
②

国
の
政
策
と
整
合
を
図
り
水

田
等
有
効
活
用
促
進
対
策
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
予
算

に
限
り
が
あ
る
が
効
率
的
に

取
り
組
み
た
い
。

（
教
育
長
）
③
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
や
市
教
委
の
定
例
会
等
で

決
め
て
い
る
。
年
間
に
学
校

給
食
で
使
う
米
量
は
た
い
し

た
量
に
な
ら
な
い
。
家
庭
で

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。米
飯

化
は
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　

市
の
生
涯
学
習
推
進

計
画
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
充
実
を
上
げ
て
い
る

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。
①
10
万
都
市
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方
②

豊
科
南
部
総
合
公
園
屋
内
運

動
施
設
（
総
合
体
育
館
）
③

球
場
等
運
動
場
の
充
実

（
教
育
次
長
）
①
③
ど

の
よ
う
な
施
設
整
備
が

必
要
な
の
か
、
検
討
委
員
会

で
議
論
し
て
い
く
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
は
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
一
体
で
進
め
て
い
く
。

（
都
市
建
設
部
長
）
②

体
育
施
設
に
つ
い
て
は

全
市
的
な
視
野
で
検
討
し
て

い
る
。
計
画
が
遅
れ
て
い
る

が
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
今

年
度
地
質
調
査
を
一
部
始
め

て
い
る
。

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

①
定
額
給
付
金
と
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

経
済
活
性
化
効
果
の
評
価
は
。

②
臨
時
交
付
金
は
速
や
か
に

市
中
に
流
通
す
べ
き
と
思
う

が
22
年
度
へ
の
繰
越
明
許
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
意
図
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
今

回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
経
済
効
果
は
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。
第
二
弾
は
相

談
に
乗
っ
て
行
き
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
繰

越
明
許
も
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
事
業
推
進
上
か
ら

取
り
組
ん
だ
。

　

他
に
市
行
政
と
経
済
団
体

（
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
観
光
協
会
）

と
の
連
携
を
質
問
し
た
。

　

舗
装
100
％
、
土
木
96

％
、
上
下
水
道
95
％
を

市
内
業
者
に
発
注
、
雇
用
・

税
収
を
確
保
、
た
だ
し
大
型

事
業
は
55.3
％
だ
が
、
明
科
保

育
園
、
明
科
就
労
セ
ン
タ
ー

を
市
内
業
者
へ
発
注
さ
れ
評

価
す
る
が
、
入
札
や
大
型
事

業
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

（
教
育
次
長
）
小
中
学

校
は
22
年
度
ま
で
に
改

修
完
了
予
定
。
17
校
を
対
象

に
大
規
模
改
修
を
行
う
。

教
育
対
策
な
ど
に
つ
い
て　

　

長
野
県
一
の
マ
ン
モ

ス
校
で
あ
る
三
郷
小
学

校
改
善
と
災
害
時
対
応
を
伺

う
。

（
教
育
次
長
）
通
学
区

変
更
は
行
な
わ
な
い
。

避
難
路
は
確
認
し
緊
急
的
に

対
応
し
、
マ
ン
モ
ス
校
解
消

は
今
後
の
諸
状
況
を
見
て
対

処
す
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
つ
い
て

（
健
康
福
祉
部
長
）
基

幹
と
な
る
安
曇
野
赤
十

字
病
院
へ
の
応
援
体
制
を
医

療
体
制
検
討
委
員
会
で
検
討

し
て
い
る
。
な
お
、
食
料
備

蓄
は
高
齢
者
支
援
を
考
え
て

い
る
。

　

中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
は
県
内
80
自

治
体
の
中
で
手
を
付
け
て
い

な
い
の
は
12
自
治
体
、
無
料

化
を
す
べ
き
で
あ
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
財

源
を
見
極
め
検
討
し
た

い
。　

旧
役
場
の
空
部
屋
有

効
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
福

祉
的
観
点
と
手
直
し
の

範
囲
で
利
用
を
検
討
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の

現
状
を
伺
う
。

（
市
民
環
境
部
長
）
国

保
加
入
者
の
65
％
が
年

収
200
万
以
下
世
帯
で
あ
る
。

前
年
所
得
で
計
算
の
た
め
国

保
収
入
に
影
響
し
て
い
る
。

　

安
曇
野
菜
園
（
ト
マ

ト
）に
つ
い
て
は
経
営
・

技
術
・
財
政
破
綻
で
は
な
い

か
、
こ
の
状
況
か
ら
抜
け
出

せ
る
か
、
副
市
長
で
あ
り
会

長
で
あ
る
責
任
は
、
ま
た
腹

を
く
く
る
べ
き
と
考
え
る
。

（
副
市
長
）
今
す
ぐ
倒

産
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
7
期
が
最
後
の
分
岐
点

で
あ
る
。

　

市
の
借
金
が
947
億
円

あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し

優
先
を
考
え
る
と
、
新
庁
舎

は
建
設
す
べ
き
で
な
い
。
ま

た
、
農
振
法
改
定
で
用
地
問

題
が
行
き
詰
ま
り
、
知
事
に

お
願
い
し
た
の
で
は
。

（
市
長
）
国
が
急
遽
法

律
を
変
え
た
。
配
慮
が

あ
っ
て
当
然
と
考
え
る
。

　

平
和
都
市
宣
言
を
実

行
に
移
さ
れ
た
い
。

（
市
長
）
市
民
の
ム
ー

ド
の
盛
り
上
が
り
が
大

事
で
あ
る
。

山田高久

松澤好哲

建設が待たれる総合体育館用地
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　安曇野市本庁舎建設等検討市議会特別委員会

は、平成 19年 12月 21日に設置された。

　委員会は、18回開催され設置目的である「総

合的かつ計画的な本庁舎の建設等について調査

及び検討する」ことを基本に白紙の状態から慎

重に検討を重ねてきた。

　委員会では、市の庁舎等施設の現状踏査を始

め、市から情報提供をいただいた、「本庁舎等建

設についての提言書」「本庁舎等建設基本構想答

申書｣ 及び市から提出された「本庁舎等建設基

本構想」などを参考に、本庁舎・総合支所の機能・

規模 ( 用地を含む )、建設場所の要件、財政と建

設時期、既存施設の活用について検討を重ねて

きた。

　現庁舎・分庁方式等あらゆる角度から見た現

状及び問題点、課題、対策について調査・検討し、

「８つの分庁機能を集約し、本庁機能を一つにま

とめること」｢本庁舎は必要である｣ また、｢本

庁舎は建設の方向で検討する｣ ことで意見統一

をしたが、本庁舎建設には慎重な意見もあった。

安
曇
野
市
議
会
改
革
検
討
委
員
会
設
置

　

地
方
分
権
改
革
が
い

わ
れ
る
中
、
市
長
の
職

務
遂
行
上
の
問
題
点
は
。　

ま
た
、
当
市
と
し
て
ど
う
受

け
と
め
何
を
目
指
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

（
市
長
）
首
長
は
常
に

孤
独
な
立
場
で
あ
る
。

自
治
体
の
中
に
は
様
々
な
意

見
が
あ
り
、
ど
の
道
を
選
ぶ

か
、
最
終
決
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
長
は
高
い

志
を
持
っ
て
孤
高
な
存
在
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、
市

は
市
の
立
場
を
し
っ
か
り
と

主
張
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は

大
き
な
責
任
が
伴
う
こ
と
に

な
る
。
当
市
は
分
権
の
受
け

皿
と
し
て
、自
ら
の
判
断
と
、

自
ら
の
責
任
で
決
め
て
い
く

総
合
行
政
主
体
と
し
て
行
く

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
リ
ー
ダ
ー
は
し
っ
か

り
と
未
来
を
見
据
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
と

の
対
等
性
と
言
う
点
で
は
、

今
後
、
権
限
委
譲
が
行
わ

れ
分
権
が
一
層
進
む
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
受
け

と
め
ら
れ
る
自
治
能
力
が
要

求
さ
れ
る
。
首
長
や
議
会
だ

け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
自
治
能
力
と
は
何
か
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、住
民
参

加
と
自
ら
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の

自
治
体
づ
く
り
の
方
向
は

　

当
市
の
基
礎
づ
く
り

は
順
調
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
地
方
自
治
の
意
義
は

国
の
政
策
に
も
て
あ
そ
ば
れ

る
こ
と
な
く
自
治
体
が
自
律

的
で
創
造
的
な
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
言
わ
れ
る
。
こ

れ
を
前
提
と
し
て
の
方
向
性

を
伺
う
。

（
市
長
）
職
員
は
政
策

形
成
の
一
翼
を
担
う
、

首
長
を
支
え
る
ブ
レ
ー
ン
の

役
割
を
果
た
す
。
職
員
の
質

で
自
治
体
の
評
価
が
分
か
れ

る
。
自
治
基
本
条
例
は
自
治

能
力
が
上
が
っ
て
い
く
中
で
、

内
容
の
し
っ
か
り
し
た
も
の

が
出
来
て
く
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
住
民
投
票
に
つ
い
て

は
議
会
の
考
え
方
、
存
在
意

義
に
も
係
わ
る
、
簡
単
に
結

論
は
出
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。

真
剣
な
議
論
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
議
会
基
本
条
例

と
言
う
も
の
も
出
て
く
る
と

思
う
。（

企
画
財
政
部
長
）
自

治
基
本
条
例
の
制
定
は

市
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
策
定
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
住
民
投
票
は
市

民
が
意
志
決
定
へ
参
画
す
る

社
会
的
装
置
と
し
て
の
必
要

が
あ
る
か
策
定
時
に
議
論
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

田
園
都
市
う
た
う
安
曇
野
市
農
業
の
こ
れ
か
ら
は

分
権
時
代
の
地
方
自
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

国
の
農
業
政
策
の
具
体
化
を
示
す
べ
き

住
民
参
加
に
よ
っ
て
自
治
能
力
を
高
め
て
い
く

　

集
約
農
業
だ
け
で
、

田
園
都
市
は
守
っ
て
い

け
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
集

落
営
農
や
認
定
農
業
な

ど
頼
れ
る
担
い
手
が
生
ま
れ

た
。
荒
廃
農
地
の
克
服
、
新

生
産
や
自
主
的
な
取
り
組
み

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
農
産

物
の
直
売
所
も
元
気
に
活
動

し
て
い
る
。
米
、
果
樹
等
多

様
な
農
業
が
広
が
っ
て
に
ぎ

や
か
に
継
続
し
て
ほ
し
い
。

　

価
格
補
償
、
所
得
保

障
を
位
置
づ
け
、
農
家

の
収
入
を
安
定
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国

の
農
業
政
策
が
具
体
化

さ
れ
て
い
な
い
。
10
数
ア
ー
ル

程
度
の
中
小
農
家
に
対
し
て

も
、
あ
る
程
度
の
交
付
金
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
心
し
て
だ
れ
も
が

受
け
ら
れ
る
介
護
を

　

老
老
介
護
で
共
倒

れ
、ひ
と
り
暮
ら
し
、寝

た
き
り
世
帯
を
み
る
と
、
施

設
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
と

思
う
が
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
介

護
保
険
制
度
は
平
成
12

年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
国

25
％
県
と
市
は
12.5
％
ず
つ
負

担
。50
％
は
保
険
者
が
負
担
。

国
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
基
本

と
し
て
い
る
。
待
機
者
が
373

人
。
小
規
模
特
養
の
整
備
を

3
カ
年
計
画
の
中
で
行
な
っ

て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
に
な
っ

て
い
る
社
会
福
祉
協
議

会
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
社

協
は
民
間
の
社
会
福
祉

活
動
を
推
進
す
る
事
業
者
。

民
生
児
童
委
員
、
保
健
、
医

療
、
教
育
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
取

り
組
ん
で
い
る
社
会
福
祉
法

人
。
介
護
保
険
事
業
の
ウ
エ

イ
ト
も
大
き
く
、
5
つ
の
業

務
部
門
が
あ
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
で

市
民
負
担
を
軽
く

　

国
保
加
入
者
で
所
得

な
し
26.3
％
、
100
万
円
以

下
39.9
％
、
100
万
円
～
200
万
円

未
満
25.2
％
、
200
万
円
未
満
65.1

％
も
あ
り
滞
納
が
増
え
、
短

期
保
険
証
に
な
り
払
え
な
い

人
、
窓
口
3
割
負
担
が
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
る
。
税
額

を
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
7

割
・
5
割
・
2
割
軽
減
、

減
免
が
あ
り
市
民
の
相
談
に

の
っ
て
い
る
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
医
療
費
削
減
、

各
種
健
康
診
断
の
周
知
、
基

金
は
5
億
余
円
で
も
少
な
い

と
認
識
し
て
い
る
の
で
取
り

崩
せ
な
い
。

草深　温

本郷敏行

秋の収穫

分権の受け皿は住民の自治能力向上で！
＝くるりん広場から＝
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新
政
権
の
学
校
理
事
会
構
想
に
対
す
る
所
感
は

公
立
の
小
中
学
校
の
運
営
は
難
し
い
か
な
と
思
う

　

新
政
権
は
地
方
分
権

改
革
の
一
つ
と
し
て
、

教
育
委
員
会
を
廃
止
し
、
地

域
も
し
く
は
学
校
ご
と
に
学

校
理
事
会
を
創
設
す
る
考
え

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
ど
う

考
え
る
か
。

（
教
育
長
）
民
主
党
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
公
立

の
小
中
学
校
は
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
、

教
育
専
門
家
が
参
画
し
て
学

校
理
事
会
で
運
営
す
る
と
あ

る
が
、
学
校
運
営
が
簡
単
に

で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。
平

成
18
年
に
教
育
基
本
法
が
改

正
さ
れ
た
。
関
連
の
3
つ
の

法
律
も
改
正
さ
れ
、
そ
の
う

ち
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
は
平

成
20
年
4
月
1
日
に
施
行
さ

れ
た
。
現
在
1
年
半
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
、
教
育
委
員
会

も
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
法
律
に

の
っ
と
っ
て
や
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
ま
た
す
ぐ
に
変
わ

り
、
教
育
が
が
た
が
た
す
る

よ
う
で
は
い
け
な
い
。
教
育

は
中
立
性
、
安
全
性
、
継
続

性
の
確
保
が
大
き
な
目
的
で

あ
る
。

　

学
校
理
事
会
の
委
員

の
過
半
数
は
住
民
と
保

護
者
で
あ
る
べ
し
と
か
、
教

科
書
の
検
定
や
学
習
指
導
要

領
に
つ
い
て
も
処
理
で
き
る

構
想
の
よ
う
だ
が
、
10
万
人

の
安
曇
野
市
で
人
材
面
に
つ

い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
能
力
の
あ

る
方
は
い
る
と
思
う
。

た
だ
、
引
き
受
け
て
く
だ
さ

る
か
と
は
別
問
題
で
あ
る
。

現
在
進
め
て
い
る
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
で
委
員
の
方

を
お
願
い
し
て
も
ご
返
事

を
い
た
だ
け
な
い
方
も
い

る
。
教
育
委
員
会
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
に
は
賛
成
で
あ

る
が
、
小
中
学
校
を
全
て
運

営
し
て
い
く
理
事
会
構
想
は

な
か
な
か
難
し
い
か
な
と
思

う
。

市
は
地
方
分
権
改
革
へ
ど
う

対
応
す
べ
き
か

　

地
方
分
権
推
進
法
は

年
度
末
に
期
限
切
れ
と

な
り
、
今
年
度
中
に
新
分
権

一
括
法
が
国
会
に
提
出
さ
れ

る
だ
ろ
う
し
、
民
主
党
中
心

の
鳩
山
政
権
は
地
方
分
権
改

革
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
国
政
の

変
革
に
対
し
、
安
曇
野
市
と

し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、

勇
退
さ
れ
る
市
長
に
お
聞
き

し
て
お
き
た
い
。

（
市
長
）
地
方
分
権
へ

向
け
、
自
治
体
と
し
て

の
準
備
を
し
て
き
た
。
安
曇

野
市
の
誕
生
は
そ
れ
で
あ

る
。
我
々
の
意
識
と
し
て
、

国
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を
し

っ
か
り
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

新
し
い
政
権
は
地
方
の
立
場

に
大
変
配
慮
し
て
い
る
の
で

期
待
を
持
っ
て
見
守
り
た

い
。

丸山祐之
教育委員会・学校

Ａ

Ａ

Ａ
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安
曇
野
市
本
庁
舎
建
設
等
検
討
市
議
会
特
別
委
員
会

調
査
検
討
報
告

　平成 20 年 12 月 5 日、会派

安政会より、議長宛に委員会設

置要請書が提出された。会派代

表者等により検討され、去る 8

月 31 日要綱が制定され、委員

会が発足した。

　委員会の目的は「開かれた議

会」を目指し、わかりやすく、

親しみやすい議会にするため、

必要な事項を定めることを目的

とした。

　所掌事務は、①議員定数　②

政務調査費について　③その他

　前各号に関係する事項のほか

特に必要と認める事項。

　検討委員会は、市議会議員

10名以内にて構成される。

　議員改選を考慮され、第 2期

目の市議会議員に申し送られた。
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市民の声
「最終議会を傍聴して思うこと」

宮澤健一郎さん（堀金地域）

議会行政視察受入れ報告

初秋の「でいらぼっちゃ」　三郷室山

　「議会だより第 15 号」報告後、以下の議会行政
視察を受け入れました。
　それぞれの所管において対応しました。

＊ 8 月 5 日（水） 愛知県　長久手市議会　

　・新公共交通システムについて

　・ほりでーゆ～温泉施設視察

＊ 8 月 19 日（水） 三重県　熊野市議会

　・新公共交通システムについて

＊ 10 月 20 日（火） 沖縄県　那覇市議会

　・穂高交流学習センターの事業運営について

　・市民と行政の協働指針について

＊ 10 月 21 日（水） 奈良県　香
か し ば

芝市議会

 山形県　長井市議会

　・新公共交通システムについて

＊ 10 月 28 日（水） 栃木県　鹿沼市議会

 静岡県　菊川市議会

　・新公共交通システムについて

12 月１日（火）～ 12 月 22 日（火）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

平成 21 年安曇野市議会
12 月定例会会期日程（予定）

お問い合わせに答えて
　「議会だより第 15 号」の 8 ページ、「オースト
リア共和国クラムザッハの町を公式訪問」の記事
中、訪問日と参加議員の氏名が記載されていない
とのお問い合わせがありました。内容については
下記のとおりです。
訪 問 日／ 6月 26 日（金）～ 7月 3日（金）
参加議員／松尾　　宏・丸山　祐之
　　　　　浜　　昭次・平林　徳子
　　　　　黒岩　宏成

　新市 1 期目の最終議会を立派に締
められ、理事者・議員の皆様大変ご
苦労様でした。謹んでご慰労申し上
げます。
　思うにこの 1期で引退なさる市長・

議員が多く大変残念です。2期・3 期と活躍されて欲し
かったと思います。この 4年間残念に思うのは、新庁舎
の建設場所、廃棄物最終処分場の位置が決定されなかっ
たこと。住民の積極的協力も欠けていたことも充分反省
しなければと思います。決定していれば次の理事者、議
会も次の段階へ前進し合併特例債の期限にゆとりをもっ
て充分検討され住民合意されたと思います。合併特例債
を利用し庁舎建設等すすめることを強く望みます。また、
訴訟問題になっている安曇野菜園についてこの 7期が決
断しなければと思いますが、当時の理事者、議会と大勢
の考えだったと思います。特定の個人を責めることなく
建設的に他の作物等を考えてはと思います。土地利用の
件も大切な環境を守る重要問題です。土地は不動のもの
であると同時に個人の大切な財産であることを充分考慮
し規制制度をつくり環境を守って欲しいです。
　新市長、新議員の皆様、選挙で訴えた想いを必ず実行
し、市発展のため地域エゴにならず境界のない市民の声
を吸い上げることを心より強く望んで止みません。

　

文
化
、
風
土
の
異
な
る
5
町
村
が
合

併
、
安
曇
野
市
が
誕
生
し
て
、
早
や
4

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
今
、思
え
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
の
夢
中
の
4
年
間
で
し
た
。

　

市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
関
係
で

9
月
定
例
会
は
、
昨
年
よ
り
早
く
、
8

月
24
日
か
ら
始
ま
り
、
20
年
度
決
算
審

議
・
認
定
、
補
正
予
算
審
議
、
一
般
質

問
等
で
9
月
18
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
16
号
市
議
会
だ
よ
り
が
市

民
の
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
こ
ろ
は
、

新
た
な
市
長
、
市
議
会
議
員
が
、
今
後

4
年
間
の
安
曇
野
市
の
課
題
に
対
応
さ

れ
る
方
々
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
号
は
新
た
な

委
員
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
よ
り
「
読
み
や
す
い
」
議
会

だ
よ
り
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、『
安
曇
野
は
私
達
市
民
の
誇

り
と
期
待
』
を
掲
げ
、
編
集
後
記
と
い

た
し
ま
す
。

（
小
林�

紀
之
）
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会
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報
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別
委
員
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お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記
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